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 国公立大一般選抜の確定志願者数が判明した。各大学が公表した志願者数から 2026年度入試の動向を分析する。 
 
■前期日程は前年並み、後期・中期日程で志願者減 
 国公立大一般選抜の志願者数は入試の中心となる前期日程で235,310人（前年比100％）だった＜図表１＞。募
集人員に対する志願倍率は 2.9倍と昨年と変化なかった（以下、倍率は特に記載のない限り全て志願倍率）。 
前期日程を国立大、公立大に分けてみると、国立大で前年比 101％、公立大で同 98％となった。昨年は公立大で志

願者の増加が目立っていたため、今春は警戒された大学が多かったものとみる。 
 後期日程では前年比 96％、中期日程では同 95％といずれも志願者は減少した。後期日程は廃止・縮小の影響もある
が、大学入学共通テスト（以降、共通テスト）の平均点ダウンが出願を取りやめる要因の一つになったと推測する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
■共通テストの難化で安全志向強まる 
 ＜図表２＞は前期日程の志願状況を大学グループ別に分けたものである。今年は旧帝大を中心とした「難関 10 大学」と
「準難関・地域拠点大学」で志願者がやや減、その他の大学でやや増となった。前述のとおり、共通テストが難化しており、受
験生の安全志向がみてとれる。難関、準難関で志願者が大きく減少したのは、東京科学大（前年比 87％）、東京都立
大（同 87％）、横浜国立大（同 85％）、広島大（同 89％）などである。東京科学大は３年連続の志願者減となっ
た（一昨年以前は東京医科歯科大、東京工業大の合計値との比較）。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
■地区別−都市部で志願者減少傾向 
＜図表３＞は前期日程の地区別の状況である。志願者が増加したのは、北海道、甲信越、北陸、四国、九州の各地

区である。増加率が高いのは北海道と四国であるが、北海道地区では６年ぶりに志願者数が１万２千人を超えた。また、
四国は３年連続の志願者増となった。一方で関東、東海、近畿といった都市部では志願者は減少した。これらの地区では、
共通テストの難化により、国公立大への出願はせず、私立大専願に切り替えた受験生が増えたものとみる。 

25年度 26年度 25年度 26年度 前年差 前年比 25年度 26年度

前期 63,567 63,137 178,603 179,598 +995 101% 2.8 2.8

後期 12,243 11,964 121,127 115,062 -6,065 95% 9.9 9.6

前期 16,870 16,857 57,114 55,712 -1,402 98% 3.4 3.3

後期 3,202 3,053 38,815 37,747 -1,068 97% 12.1 12.4

中期 2,388 2,410 32,841 31,132 -1,709 95% 13.8 12.9

前期 80,437 79,994 235,717 235,310 -407 100% 2.9 2.9

後期 15,445 15,017 159,942 152,809 -7,133 96% 10.4 10.2

中期 2,388 2,410 32,841 31,132 -1,709 95% 13.8 12.9

国立大学

公立大学

区分 日程
募集人員（A） 志願者数（B） 志願倍率（B/A）

国公立大学
計

２０２６年度入試情報 

2026年度国公立大志願状況 
 

※河合塾調べ 
※独自日程で実施する大学は表に含まない 

※河合塾調べ 
※難関 10大：北海道、東北、東京、東京科学、一橋、名古屋、京都、大阪、神戸、九州 
  準難関・地域拠点大：筑波、千葉、横浜国立、新潟、金沢、岡山、広島、熊本、東京都立、大阪公立 
 

＜図表２＞国公立大（前期日程） 大学グループ別志願状況 

＜図表１＞国公立大志願状況 

25年度 26年度 25年度 26年度 前年差 前年比 25年度 26年度

難関10大 19,599 19,476 56,174 55,133 -1,041 98% 2.9 2.8

準難関・地域拠点大 13,896 13,792 44,917 43,875 -1,042 98% 3.2 3.2

その他大 46,942 46,726 134,626 136,302 +1,676 101% 2.9 2.9

志願倍率（B/A）
大学グループ

募集人員（A） 志願者数（B）
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今年も前年の反動で志願者が増加または減少する隔年現象が
各所でみられた。以下はその増減幅が大きい大学である（数値は
2023～26年度の前期日程の志願者前年比）。 
北見工業大（53％→188％→71％→134％）、秋田県立

大（62％→151％→56％→118％）、横浜国立大（136％
→88％→111％→85％）、富山大（112％→75％→134％
→81％）、福井大（62％→133％→83％→126％）、長野
県看護大（73％→157％→38％→265％）、島根大（91
％→129％→72％→109％）、宮崎公立大（64％→222％
→48％→158％）。 
なかには年々増減の幅が拡大している大学もみられる。出願の

際に前年入試の倍率のみに注目しないよう注意したい。 
 
 

■系統別の状況−経済、工学部で志願者増 
＜図表４＞は国公立大の前期日程の志願状況を、学部系統

別に集計したものである。文系では「法・政治」「経済・経営・商」で
昨年を上回る志願者数となった。 
理系では「理」「農」で志願者は前年並み、「工」で増加した。また「医・歯・薬・保健」の志願者はすべての分野で減少した。

「教員養成課程」「生活科学」も志願者が減少した。 
以下、主な系統について確認していく。なお、文中の志願者数・前年比は特に記載がない場合、前期日程を表す。 

 
［文・人文学系］ 
系統全体の志願

者 数 は 前 年 比
99％だった。分野
別にみると 「外国
語」「地域・国際」な
どで志願者の増加
が目立つ。筑波大
（人文・文化－比
較文化）（前年比
128％）、東京外
国語大（言語文
化 ） （ 同
109％）、大阪大
（外国語）（同
112％）、北九州
市立大（外国語）
（同 128％）など
で志願者が増加し
た。 

 
［社会科学系］ 
「社会・国際」学系
では２大学で学部
の新設があった。こ
のうち福井県立大（地域政策）では 30名の募集人員に対し、２百人を超える志願者が集まり、倍率は 7.0倍となった。 
詳細分野に切り分けてみると「社会」「社会福祉」分野で減少が目立つものの「国際関係」は前年並みの志願者数が集ま

っている。国際系は文・人文系でも志願者が増加しており、人気回復の傾向にある。 
「法・政治」学系の志願者数は前年比 101％だった。ただし大学グループに分けてみると、難関 10大学で前年比 99％、

準難関・地域拠点大学で同 94％となった一方、その他の大学では同 114％と志願者が増加した。 
「経済・経営・商」学系では、志願者数は前年比 102％だった。こちらは難関 10 大学で前年比 103％、準難関・地域

拠点大学で同 104％、その他の大学で同 101％と、法学系とは対照的に難関大で増加率が高くなった。 
  

25年度 26年度 25年度 26年度 前年差 前年比 25年度 26年度
7,112 7,072 20,201 20,037 -164 99% 2.8 2.8
3,873 3,876 11,499 11,257 -242 98% 3.0 2.9
4,127 4,114 12,594 12,698 +104 101% 3.1 3.1
8,418 8,414 26,488 27,045 +557 102% 3.1 3.2
6,907 6,848 16,422 15,885 -537 97% 2.4 2.3

824 822 1,888 1,864 -24 99% 2.3 2.3
5,189 5,249 15,988 15,961 -27 100% 3.1 3.0

22,979 22,680 61,951 63,570 +1,619 103% 2.7 2.8
5,333 5,321 15,575 15,584 +9 100% 2.9 2.9

10,897 10,801 36,470 34,648 -1,822 95% 3.3 3.2
医 3,550 3,524 15,307 14,520 -787 95% 4.3 4.1
歯 460 455 2,003 1,935 -68 97% 4.4 4.3
薬 830 836 3,148 2,952 -196 94% 3.8 3.5
看護 4,065 4,019 10,214 9,631 -583 94% 2.5 2.4
医療技術・他 1,992 1,967 5,798 5,610 -188 97% 2.9 2.9

789 765 2,403 2,256 -147 94% 3.0 2.9
1,528 1,518 6,936 7,187 +251 104% 4.5 4.7
2,461 2,514 7,302 7,318 +16 100% 3.0 2.9

80,437 79,994 235,717 235,310 -407 100% 2.9 2.9国公立大学　計

工
農
医・歯・薬・保健

生活科学
芸術・スポーツ科学
総合・環境・情報・人間

理

系統
募集人員（A） 志願者数（B） 志願倍率(B/A)

文・人文
社会・国際
法・政治
経済・経営・商
教育－教員養成課程
教育－総合科学課程

地区 25年度 26年度 前年差 前年比

北海道 11,039 12,025 +986 109%

東北 17,138 16,839 -299 98%

北関東 12,435 11,871 -564 95%

南関東 49,589 48,131 -1,458 97%

甲信越 10,337 10,659 +322 103%

東海 20,575 20,131 -444 98%

北陸 10,286 10,630 +344 103%

近畿 41,609 41,021 -588 99%

中国 22,038 21,125 -913 96%

四国 10,009 10,896 +887 109%

九州 30,662 31,982 +1,320 104%

※河合塾調べ 
※北関東：茨城・栃木・群馬 南関東：埼玉・千葉・東京・神奈川 
 

※河合塾調べ 

＜図表４＞国公立大（前期日程） 学部系統別の志願状況 
 

＜図表３＞国公立大（前期日程） 地区別志願状況 
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［教育学系（教員養成課程、総合科学課程）］ 
「教員養成課程」の志願者は前年比 97％、「総合科学課程」で同 99％となった。志願者減の要因には埼玉大、熊本

大など一部の大学で募集人員を減員していることが影響している。また今春は山形大で教育学部が復活したが、志願者数
は 183人、倍率は 2.5倍となった。 
今春の両課程の倍率はいずれも 2.3倍と全系統の中で最も低くなっている。志願者数が募集人員を下回る定員割れは、

国公立大全体の 28募集区分で起きているが、教育学系はそのうちの 16募集区分を占める。教育学系で定員割れを起こ
した区分のなかには昨年高倍率だったところもみられるが、大半が昨年も 1倍台で低倍率が続く状態である。 

 
［自然科学系（理、工、農）］ 
「理」学系の志願者数は前年比 100％だった。大学グループ別にみると、難関 10大学で前年比 94％、準難関・地域拠

点大学で同 98％となった一方、その他の大学では同 107％と増加した。今春新設の佐賀大（コスメティックサイエンス）に
は 132人の志願者が集まり、7.3倍の高倍率になった。 
「工」学系では志願者数は前年比 103％だった。大学グループ別にみると、難関 10大学で前年比 98％、準難関・地域

拠点大学で同 96％となった一方、その他の大学では同 108％と、「理」学系同様、安全志向がみられる。 
「農」学系では前年比 100％、「生物生産・応用生命」分野で志願者が増加した。一方で「獣医」は前年比 92％と志願

者が減少した。 
 

［医療系（医・歯・薬・保健）］ 
医療系全体の志願者数は、前年比 95％となった。すべての分野で志願者が減少しており、「医」「薬」「看護」で減少率が

高くなっている。「歯」は模試時には年間を通じて人気だったが、入試本番では志願者減となった。 
「医」では、旧帝大を中心とする難関 10 大学の志願者は前年比 93％と減少率が高くなった。また、後期日程の志願者

は前年比 79％と大きく落ち込んだ。今春、３大学（旭川医科大、山形大、佐賀大）が後期日程を廃止したことに加え、
共通テストの難化も影響しているだろう。 
「薬」では、中期・後期日程ではそれぞれ前年比 98％、同 80％と中期日程の志願者数は前年並みとなった。 
 

［その他］ 
「総合・環境・情報・人間」の志願者は前年比 100％だった。分野別にみると「総合」（前年比 117％）と「情報」（同

93％）で昨年との変化が大きかった。「総合」では熊本大に共創学環が新設される。115人の志願者が集まり、倍率は2.9
倍となった。「情報」は昨年、その前年から２割以上志願者が増加した分野で、志願者が大きく増加した大学も目立っていた。
その反動が大きく出た大学もあり、名古屋市立大（データサイエンス）前年比 227％→50％、高知工科大（データ＆イノ
ベーション）同 165％→48％などは増減幅が大きくなった。今春は長野大（共創情報科学）が新設され、倍率は１.1 倍
となった。 

 
■難関国立大の状況−東京科学大で志願者大幅減 
＜図表５＞は旧帝大を中心とした難関 10大学の志願状況を前期日程・後期日程でまとめたものである。難関 10大学

全体では、前期日程の志願者数は 55,133人（前年比 98％）となった。大学別にみると、志願者数が昨年を上回ったの
は、北海道大、一橋大、大阪大の３大学、減少したのは東北大、東京大、東京科学大、名古屋大、京都大、神戸大、九
州大の７大学と、減少大が増加大を上回った。以下、難関 10大学の状況を個別にみていく。 

 
［北海道大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 104％と増加した。志願者が 5千４百人を超えたのは４年ぶりである。 

学部別にみると総合入試文系、教育、法、総合入試理系、獣医学部で志願者が増加した。獣医学部で志願者が百人を
超えたのは７年ぶり。倍率も前年の 4.5倍から 5.0倍に上昇した。総合入試文系も 4.１倍と高倍率となった。総合入試理
系では生物重点は前年並みの志願者数にとどまったが、他は志願者が増加した。 
 志願者が減少したのは文、経済、水産、医、歯学部などで、文、歯学部は前年志願者が増加しており、その反動もあるだ
ろう。医学部では医学科、理学療法学専攻で前年比 77％と減少率が高くなったが、その他の専攻は増加した。 
後期日程の志願者数は前年比 93％となった。文、理、工、薬学部で志願者の減少率が高い。理学部は２年連続、工

学部は３年連続の志願者減となった。一方、志願者が増加したのは教育、経済、獣医学部などで、このうち教育学部は志
願者数が倍増した。 

 
［東北大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 98％、微減ではあるものの３年ぶりの志願者減となった。学部別にみていくと昨年志願

者が増加していた学部で減少、逆に減少していた学部では増加と、前年の反動が目立つ。志願者の増加数が多いのは昨年
まで２年連続で志願者が減少していた教育学部（前年比 143％）と、昨年２割減となっていた医学科（同 135％）で
ある。農学部は 2020 年度以降隔年現象を起こしており、今年は志願者減の年で前年比 92％と減少した。同じく減少率
が高かったのは法学部で前年比 82％となった。来年は反動による志願者増に注意が必要だろう。 
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後期日程は経済、理の２学部が
実施するが、大学全体で志願者は前
年比 92％と減少した。なかでも経済
学部で前年比 86％と減少が目立っ
た。 

 
［東京大学］ 
大学全体の志願者数は前年比

99％となった。昨年は理科三類をのぞ
く５科類で第１段階選抜の予告倍
率引き下げがあり、志願者数は前年
から約１千人減少した。今年はさらに
理科三類でも第１段階選抜の予告
倍率を引き下げたことに加え、共通テ
ストの難化も加わり、志願者数は前年
並みにとどまった。予告倍率が変わらな
い限り、今後も志願者数は８千人台
で推移するのではないだろうか。 
科類別では、文科一類で前年比 108％と志願者が増加したほか、文科二類で前年並み、文科三類で同 98％と文科

類ではそれほど志願者が減らなかった。理科類では理科一類だけは前年並みの志願者数を保ったが、理科二類で前年比
91％、理科三類で同 97％と減少が目立った。 
第 1 段階選抜は全科類で実施され、7,478 人が合格した。第 1 段階選抜の合格最低点をみると、文科類では共通テ

ストの難化にもかかわらず、昨年より高くなった。2次試験は厳しい戦いとなりそうだ。 
 
［東京科学大学］ 
 大学全体の志願者数は前期日程で前年比 87％と、難関 10 大学の中で最も減少率が高くなった。学院・学部別にみて
も歯学部の口腔保健衛生学を除き、いずれも減少した。理工系では第１段階選抜の予告倍率が４倍から 3.5倍に引き下
げられ、第 1 段階選抜の通過者数が絞り込まれることになった。これを警戒し、出願を断念した受験生が多かったものとみる。
志願者が減少しても、理、工、情報理工、環境・社会理工学院では志願者数は予告倍率を超えた。 
 医療系では、医学科の志願者が251人（前年比83％）、過去 10年で最少の志願者数となった。看護学専攻も過去
10年で最少となったほか、倍率は 1.6倍と 2倍を切った。 
歯学科の志願者数は前年比 79％と減少率は高いが、昨年まで２年連続の志願者増となっていた影響が大きい。 
後期日程は医、歯学部のみが実施する。志願者数は医学科で前年比86％、検査技術学専攻で同58％と減少、歯学

科は同 136％と増加した。倍率は医学科で 14.0倍、歯学科で 13.3倍と高倍率となった。 
 
［一橋大学］ 
 前期日程の志願者数は前年比 104％となった。志願者が増加したのは、社会、経済の 2 学部でいずれも昨年は志願者
が減少していた。経済学部の志願者数は 8年ぶりに 7百人を超え、倍率は 4.2倍となった。 
法、商、ソーシャル・データサイエンス学部は志願者が減少したが、このうちソーシャル・データサイエンス学部の志願者は 101
人と 2023年度の学部開設以来最少となった。 
 後期日程は経済、ソーシャル・データサイエンスの２学部で実施する。両学部とも志願者数は減少した。経済学部では今
春は前年比 85％、志願者は３年ぶりに減少した。ソーシャル・データサイエンス学部は前年比 82％、志願者数は 500人と
後期日程でも学部開設以来最少となった。 
 
［名古屋大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 96％、３年ぶりの志願者減となった。学部別にみると、文、経済学部以外は全て減少し

た。減少率が高いのは理（前年比 88％）、農（同 92％）、医（同 91％）、情報（同 82％）である。理学部は昨年
2 次科目減により志願者が 2 割以上増加した反動であろう。農学部では生物環境科学、資源生物科学の２学科で志願
者が減少、倍率はそれぞれ 1.9 倍と 2.1 倍で低倍率となった。情報学部は 2 年連続の志願者減で、学部全体の志願者
数は過去 10年で最少となった。3学科とも減少しているが、なかでも最難関のコンピュータ科学は倍率 1.9倍となった。医学
部では医学科で前年比 96％と減少、保健学科では放射線技術科学、理学療法学専攻などで大きく志願者を減らしたも
のの、看護学、作業療法学専攻では志願者が増加した。 
 後期日程は医学科のみ実施する。志願者は昨年の 83 人から 60 人に減少した。旧帝大の医学科で唯一、後期日程を
実施することから、志願者数は減少しても高成績層が集まっていることが予想される。 
 
 

25年度 26年度 前年差 前年比 25年度 26年度 前年差 前年比

北海道 5,248 5,442 +194 104% 4,158 3,857 -301 93%

東北 4,617 4,515 -102 98% 1,378 1,267 -111 92%

東京 8,421 8,329 -92 99% － － － －

東京科学 4,323 3,754 -569 87% 334 316 -18 95%

一橋 2,671 2,777 +106 104% 1,897 1,598 -299 84%

名古屋 4,484 4,298 -186 96% 83 60 -23 72%

京都 8,077 8,015 -62 99% － － － －

大阪 7,099 7,335 +236 103% － － － －

神戸 6,178 5,899 -279 95% 4,216 4,235 +19 100%

九州 5,056 4,769 -287 94% 2,230 2,183 -47 98%

難関10大計 56,174 55,133 -1,041 98% 14,296 13,516 -780 95%

大学名
前期日程 後期日程

※河合塾調べ 

＜図表５＞国立難関 10大学の志願状況 
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［京都大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 99％となった。昨年まで４年連続で志願者が増加していたが、その数を維持した形だ。

工、農学部では過去 10 年で最多の志願者数になったほか、法、理学部でも昨年を最多として 2 番目に多い志願者数とな
っており、人気の高まりを感じさせる。 
学部別に昨年との比較をすると、志願者が増加したのは教育、農、薬、総合人間学部で、農学部は５年連続、薬学部

は 2 年連続の志願者増となった。また、教育、経済、総合人間の各学部は文系型・理系型の２つの選抜方法があるが、い
ずれも文系型で志願者増、理系型で減となっている。 
理学部の志願者数は前年比 98％だったが、募集人員を特色入試にシフトさせ 27名減となったため、志願倍率は昨年の

3.0 倍から 3.2 倍に上昇している。医学部では前年の志願者増の反動で医学科、人間健康科学科ともに１割以上志願
者が減少した。 
 
［大阪大学］ 
大学全体の志願者数は前年比 103％と増加した。文系学部では文、外国語、法学部で志願者が増加した。外国語、

法学部は前年から約１割増となった。外国語学部では、モンゴル語、アラビア語、ペルシャ語、英語、日本語などの専攻で志
願者の増加が目立つ。前年の倍率が１倍台だった専攻もあり、ねらい目にみえる専攻に出願が集中する様子がうかがえる。
経済学部は前年比 95％と文系で唯一志願者が減少したが、昨年は前年比 125％と大幅に志願者が増加していたためそ
の反動があるだろう。なお、志願者数は昨年に次いで過去 10年で２番目に多くなっている。 
理系学部では、理、工学部で志願者増、基礎工学部で前年と同数の志願者を集めた。他の難関大では理工系は志願

者が減少している大学が多いなか、人気を示している。志願者が増加したのは、理学部では数学、物理学科、工学部では
応用理工、環境・エネルギー工学科、基礎工学部では電子物理科学科であった。 
医療系では検査技術科学専攻を除き、各学科・専攻とも志願者が減少した。医学科で前年比 93％、歯学部で同

86％、薬学部で同 79％となった。歯、薬学部は昨年入試で前年から約１割志願者を増やしており、その反動が大幅減に
つながったのであろう。なお、看護学専攻は 4年連続で 2倍を切っている。 

 
［神戸大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 95％だった。学部別にみると、法、経済、工、農、医学部で志願者が減少した。経済学

部は３年連続の志願者減で、今年の志願者数は過去 10 年で最少となった。医学部では作業療法学専攻で志願者が増
加したものの、他は減少した。医学科では前年比 85％、4 年ぶりの志願者減となった。また昨年新設の医療創成工学科は
前年比 79％とこちらも志願者が減少した。 
志願者が増加したのは、経営、理、システム情報学部である。理学部は 3年連続の志願者増となった。また昨年誕生した

システム情報学部は前年比 109％と増加率が高くなった。海洋政策科学部の志願者数は昨年と同数だが、文系で減少、
理系で増となった。 
 後期日程の志願者数は前年比 100％となった。学部別にみると志願者数は前年並み、もしくは増加する学部が目立つも
のの、工学部で前年比 94％、医学部で同 80％と減少が目立った。医学部で後期日程を実施するのは検査技術科学と理
学療法学の 2 専攻のみだが、前年並みの志願者数であった理学療法学専攻に対し、検査技術科学専攻は前年比 74％
と大きく減少した。システム情報学部は後期日程でも志願者が増加した。 
 
［九州大学］ 
前期日程の志願者数は前年比 94％となった。前期日程の志願者が 5千人を下回ったのは 2015年度以来 11年ぶり

のことである。学部別にみると志願者が減少したところが多いが、なかでも文（前年比 88％）、教育（同 85％）、法（同
88％）、理（同 88％）、医（同 88％）、歯（同 69％）、薬（同 69％）の各学部では１割以上減少と、減少幅も
大きくなった。２年連続で志願者が減少した学部も多く、歯、薬学部は一昨年と比較して６割程度まで減少している。倍率
も薬学部では２学科とも２倍を割り込んだ。 
志願者が増加したのは、共創、経済、農学部である。経済学部は２年連続の志願者増であるが、なかでも経済工学科

は今年は前年比 139％と大幅に増加した。 
 後期日程は前年比 98％となった。学部別にみると、昨年志願者が減少していた文、経済、農学部では志願者が増加し
た。なかでも経済学部の経済・経営学科は前年比 157％と大幅に志願者が増加、倍率は 17.1 倍となった。志願者が減
少したのは、法、理、工、薬学部で、法学部は昨年志願者が大幅に増加していた反動もあるだろう。理学部では化学科で前
年比 121％と増加したものの、他学科は昨年の５～６割程度まで減少と、学科により異なる。薬学部は３年連続の志願
者減となった。 
 
 大学別の出願状況は河合塾入試情報サイト Kei-Net（※）にて閲覧が可能となっている。ぜひご活用いただきたい。 
※Kei-Net国公立大出願状況︓https://www.keinet.ne.jp/exam/entry/index.html 


